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・The Fourth International Polar Year, Japanese 
Programs 
・第 4 回国際極年、日本の研究計画 




10 月 28 日 委員にあわせて研究計画提案者を招い
て、拡大国内委員会を国立極地研究所で開催し、
日本の IPY 取り組み姿勢について検討する。 
10 月 29 日 ICSU の IPY 計画グループ委員長クリ
ス・ラプレイ博士は、小島敏男文部科学副大臣
を訪問し、IPYへの日本政府の支援を要請する。 





員会でも IYP-4 の呼称を IPY2007-2008 と変更
した。） 
11 月 ICSU の IPY 計画グループは任期満了による
解散にあたり、報告書「国際極年 2007-2008 の
枠組み」を ICSU へ提出する。（報告書は 2005
年 2 月に冊子体で広く配布される。） 











1 月 15 日 合同委員会は参加意思表明書の受付をい
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ったん締め切る。 

























・The Fourth International Polar Year, Japanese Programs 









２． IPY2007-2008 共同実行委員会 
 








象機関（WMO）が設置する。IPY JC は ICSU と WMO
がそれぞれ任命した 2 名の同格の委員長と 12 名を超
えない委員とから構成される。さらに SCAR, IASC, 









ながら業務を進めるものとする。IPY JC は年に 2 回
以上の会合を持つものとする。 
 




































10）毎回の IPY JC 会合の後、IPY の組織と実施に関




国際極年 2007-2008   ICSU-WMO 共同実行委員会構成 
 
委員長 
Ian Allison Antarctic CRC and Australian Antarctic Division, Australia 
Michel Beland THORPEX, Canada 
 
委員 
Edith Fanta Universidade Federal do Paran, Brazil 
Yoshiyuki Fujii National Institute of Polar Research, Japan 
Robin Bell Columbia University, USA 
Grete Hovelsrud-Broda University of Oslo, Norway 
Kjell Danell Swedish University of Agricultural Sciences, Sweden 
Vladimir Kotlyakov Institute of Geography, Russian Academy of Sciences, Russia 
Eberhard Fahrbach Alfred Wegener Institute for Polar Research, Germany 
Igor Krupnik National Museum of Natural History, Smithsonian Institution, USA 
Jeronimo Lopez-Martinez Universidad de Madrid, Spain 
Dahe Qin China National Meteorological Administration, China 
Tillmann Mohr EUMetsat, Germany 
Chris Rapley British Antarctic Survey, UK 
                       
職権上の代表者／委員 
Keith Alverson   GOOS, IOC, France 
Leah Goldfarb     ICSU, France 
Odd Rogne IASC, Norway 
Eduard Sarukhanian WMO, Switzerland 
Colin Summerhayes SCAR, UK 
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IPY 参加意思表明書（EOI）募集 ３． 
 
IPY JC は、最初の仕事の一つとして EOI を募集し
た。参加意思表明書という名称になっているが、形
は簡易な研究計画提案書である。所定の書式に記入
















Principal Investigator Institution Short Title 
（Correspondance）     
Fujii, Yoshiyuki NIPR International Stations in East Antarctica 
（Shiraishi, kazuyuki）     
Fujii, Yoshiyuki NIPR Japanese-Swedish Joint Antarctic Traverses 
（Furukawa, Teruo）     





Monitoring of the Global Environmental Change in the 
Antarctic region  
Fukunishi, Hiroshi Tohoku U Role of the arctic atmosphere in global change 
（Murata, Isao）     
Harada, Koishiro Miyagi Agricultral C Permafrost response 
Hayasaka, Hiroshi Hokkaido U BFFC 
Kadokura, Akira NIPR Interhemispheric Study on Auroral Phenomena 
Kanao, Masaki NIPR 
Developing Plans for Antarctic Seismic 
Deployments:'Antarctic Arrays' 
Kanao, Masaki NIPR 
Developing Plans for Seismic Deployments in Eurasian 
Arctic Region 
Kanda, Hiroshi NIPR MAVCEC 
Kanda, Hiroshi NIPR Super Station 
Kanda, Hiroshi NIPR Tundra cycle 
Kushida, Keiji Hokkaido U Remote sensing of terrestrial carbon budget 
Murayama, Yasuhiro NI Inf. & Comm. Tech. Alaska Project 
Naganuma, Takeshi Hiroshima U Micro Poles 
Ohata, Tetsuo JAMSTEC Hydro Arctic 
Sato, Kaoru NIPR Antarctic MST/IS radar 
Sato, Kaoru NIPR 
Ozone hole observation by ozone sondes and FTIR at 
Syowa Station in the Antarctic 
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Shimada, Koji JAMSTEC PACE 
（Takizawa, Takatoshi）     
Sweda, Tatsuo Ehime U COCO GRANDE 
Takahashi, Shuhei Kitami IT Glacier in Suntar-Khayata, East Siberia 
Takahashi, Shuhei Kitami IT McCall Project for IPY 










１）JC（WMO-ICSU 共同 IPY 実行委員会）は 2005
年 1 月 15 日締め切りで EOI（参加意思表明書）
を募集しました。 
２）締め切り時点で、各国から 800 件を超える EOI
が提出されました。 
３）締め切り後に提出されたものも受理され、現在
EOI 総数は 900 件です。 
４）JC は基準（FW：冊子「国際極年 2007-2008 の枠
組み」に記載）に照らして評価し、「A: IPY 計
画として適」、「B: 改定すれば IPY 計画として
適になりうる」、「C:  IPY 計画として不適」、
に分類しました。 
５）IPY 計画としての認定基準などを記載した FW は















合・再編成を行い（別掲）、2005 年 6 月 30 日ま













































した EOI が第９群に分類されています。 
分類は JC の判断によるものです。すなわち各 EOI




















２）まだ EOI を提出していない方 






５．   編集後記 
 IPY2007-2008 ニュースレターの第３号を 9月 15 日に発行して以来、長らく間隔が空いてしまい
ました。それには、当然事情があるのですが、ここでは細部に触れず、編集者の怠慢として包括
的にお詫びを申し上げておきます。実際、この半年には、お知らせすべき事象が多々生じていま
す。 IPY に関する情報を準リアルタイムで読者各位にお伝えできなかったのを申し訳なく思って
おります。 
 今回発行する号においては、現時点での「ニュース」に焦点を当てています。昨年秋から冬に
かけて起こった「古い」事項については、一部を「１. IPY をめぐる国内外の動き」に挙げただ
けで、スキップしています。 
 記録としての連続性を保つために、こういった事項についても、後刻、記述する機会があれば
よいと考えています。 
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